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機械
施業

【未来技術】

【現状】

栃木県が目指すスマート林業とは
～スマート林業推進事業～

(1) 伸び悩む素材生産量と生産性
・効率化を促進し、国際競争可能な欧米諸国並の素材生産性の達成
・豊富な森林資源を活用し素材生産量を増加させるため労働生産性の更なる向上

(2)  災害に強い森づくり等を進めるための林業労働力の不足
・新規就業者数が40人程度で推移する中、県民税事業の進展等に伴う労働力不足

(3) 高い労働災害発生率
・安心して働ける環境づくりや就業者の定着に繋げるための労働安全の確保

現状・課題

Ⅰ森林資源情報高度デジタル化事業

「地形」の見える化 「林相」の見える化

作業道

尾根線

谷線

植生界
が明瞭

航空レーザー計測

・地籍(境界)確定 ・施業集約化 ・伐採造林計画
・路網計画設計 ・作業(人員・機械)配置計画等…

最大限に価値を高めた森林経営計画

・高精度なデジタルデータで管理
・広範囲かつ効率的に取得
・森林クラウド上で共有

基盤データ整備
（資源量・地形）

データを活用

Ⅲ生産管理ＩＣＴ化推進

業界間の情報共有化と安定取引促進 → 極端な相場商品からの脱却

川 下※

川 中

川 上

[ 対応 ]
商取引に資する
需給情報（規格
・量・価格）の
今までにない
具体的な提示
（① ，②）

[ 課題 ]
異業種間の
連携強化・
情報発信不足

手法：ＩＣＴ技術による新たな木材ＳＣＭ（サプライチェーンマネジメント）への支援
（⇒垂直連携による販路拡大・ブランド化の推進）

・素材生産の情報及び製材工場の需要と供給に関する情報の一元化
・川上から川中・川下まで、林業・木材産業のサプライチェーン（素材生産・調達・流通・加工・

製造・販売…）の効率化 ⇒さらに『とちぎ材バリューチェーン（価値連鎖）の構築』へ

“とちぎ版安定需給※体制”の構築 ～ 需要の見える化 ～

※ ぶれない供給：川中はもちろん川上における生産メーカーとしての責任ある供給
逃げない需要：為替変動、政策に影響を受けない安定した需要

① 素材生産供給能力（川上→川中），素材需要（川上←川中）の発信

素材丸太
・規格（断面・長さ）
・供給量
・期間

ex） 末口20㎝、長さ3.0mの
丸太を200m3まで
１ヶ月で納材…など

② 製品生産供給能力（川中→川下），製品需要（川中←川下）の発信

製品・品目
・規格（断面・長さ）
・供給量
・期間

ex） 24.0×12.0㎝×4.0mの
スギ梁桁材を20丁(2.3m3)
１ヶ月で納品…など

※特に川下（建築業、プレカット、流通、
設計など多業種）への発信がキーポイント！

毎木調査
〔人力〕
・胸高直径
・樹高etc…

地上レーザー計測

➢需要を見据えたマネジメント
➢材積的・経済的歩留り
➢森林資源を最大限活用
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技術
複合 実装 普及

未来技術（自動化等）の林業機械の導入促進

素材生産業
（森林組合、林産事業体）

【川上】 原木市場

製材・集成材工場
（一次加工）

【川中】

プレカット工場
（二次加工）

建築業(設計)
流通業

（製品市場・商社・木材販売業）

【川下】
木造建築等

素材需要情報(例)

〇〇製材工場：A材 φ16～20㎝×3m 2,500㎥/月
△△製材工場：A材 φ24～36㎝×4～5m 500㎥/月

素材供給情報(例)

〇〇森林組合：A材 φ16～20㎝×3m 2,000㎥/月
△△林業：A材 φ20～36㎝×4～5m 300㎥/月

新素材利用

木質ﾊﾞｲｵﾏｽ発電所

作業道測量
〔人力〕
・線形
・縦横断etc…

経験値をベースに
した作業が必要

3D表示による
「資源(直径・樹高)」の見える化

需給調整機能

需要(川下)を見据えた
川上・川中のコーディネート
① 情報集積・共有(ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化)
② 人材（専門的：ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）
③ 組織（新設立）

①

③

②

製品需要情報(例)

〇〇製品市場：梁材 12×24㎝×4m 4,000丁(460㎥)/月
△△ﾌﾟﾚｶｯﾄ工場：管柱 12×12㎝×3m 200,000丁(8,600㎥)/月

木質燃料需要情報(例)

〇〇ﾁｯﾌﾟ工場：Ｃ材 2～4m 2,000t/月
△△ﾊﾞｲｵﾏｽ発電所：ﾁｯﾌﾟ 3,000t/月

ｴﾈﾙｷﾞｰ利用

セルロース
リグニン
カーボン



フェラーバンチャ
グラップル

(土場用)

伐採

チェンソー

ハーベスタ

造材 積込 搬出 積込

プロセッサ
運材車グラップル

トラック(10t・トレーラ－)

運搬作業道作設

Ⅱ未来技術導入・実証事業

スマホ撮影で自動検知
即データ化・共有しトラック配車

伐倒作業車
② ワンマン
③ ノーマン ⑥ ICTハーベスタ

検知(人力・機械)

・径＆長さから丸太価値が最大
となるよう造材作業を自動化

・検知データ蓄積も可能
コントローラーによる
無人伐倒・搬出

地拵え

人力 ＋ グラップル

植付

人力

下刈

⑩ ドローン苗木運搬 ⑪ アシストスーツ

谷、尾根
(可視、不可視地)

⑦ 自動走行フォワーダ

運材走行の自動化

集材

人力

苗木運搬

必要に応じ7年程度刈払機(１年目)

⑨ 多目的造林機械
（下草刈）

急傾斜・起伏地でも
作業可能

枝払い、玉切り

枝払い、玉切り

⑤ 自動集材機

集材作業の自動化

⑧ 木材検収システム

超
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① 路網自動設計

地形データから
路網自動設計

大型トレーラー

１人当たりの運搬材積の増
（横持ち経費削減）

④ 大径材対応
ﾊｰﾍﾞｽﾀ・ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ

大径材・長尺へ対応

現
在
の
モ
デ
ル

未来技術導入モデル

未
来
技
術

未
来
技
術

超
未
来
技
術

素材生産機械オール自動化
（ノーマン＆ワンマン） 林業機械の急傾斜地など

林内全面走行（クローラ＆ロボット歩行）

丸太の品質（曲がり、節（透視））
＆強度（動的ヤング係数）を判定

⇒ 造材の最適化（長さ…）

ＶＲ等によるリモート操作

作業工程（伐倒・運材など）の複合化
例：ハーベスタとフォワーダのハイブリット

素材生産： 24ｈフル操業（昼夜問わない）
⇒ 機械減価償却費、生産性向上に寄与

ドローンの進化
➢丸太搬出（ヘリ集材の進化）

計画・生産データ（品質規格・価格・量）
の見える化・共有

小型 大型

ソフトハード
大目標

小・中径材対応

伐根・残材の
破砕処理
⇒将来の素材

生産に有効

・残材片付け
・刈払い
※伐根は無処理

人力

除伐

造林・保育機械オール自動化
（ノーマン＆ワンマン）

大目標

林地用”お掃除ロボット”
植栽木の自動識別（画像・投影）可能な下刈機械（全面・坪刈り）

除伐・保育間伐の自動選木・伐採
ドローンの進化
➢植付（自動植穴堀り・植栽）
➢下草刈 （新開発薬品散布 ⇒ 拡散・単木集中）
➢獣害対策（忌避剤散布型、追い払い型）

作業員の負担軽減

苗木

従来

未来技術
超未来技術

第１段階 第２段階

素
材
生
産

路網作設 ①路網自動設計 ICTﾌｪﾗ-ﾊﾞﾝﾁｬ
（路網自動作設）
林内全面走行機械
作業工程複合機械
VR等リモート操作
ドローン集材
夜間作業
etc…

伐木
造材

②伐倒作業車(ﾜﾝﾏﾝ)
④大径材対応ﾊｰﾍﾞｽﾀ等
⑥ ICTハーベスタ

③伐倒作業車(ﾉｰﾏﾝ)

集材
運材

⑧木材検収システム ⑤自動集材機
⑦自動走行ﾌｫﾜｰﾀﾞ

全工程 モデル地区：生産性最大化検証・実装

造
林
保
育

造林 ⑩ドローン苗木運搬
⑪アシストスーツ ⑪アシストスーツ(改良型)

ドローンの進化
林地用”お掃除ﾛﾎﾞｯﾄ”
改良型ﾌｪﾗｰﾊﾞﾝﾁｬ
etc…保育 ⑨多目的造林機械 ⑨多目的造林機械(改良型)

以下の条件を複合的に変動させながら検証・実装
➢地形（緩・急） ➢施業（皆伐・間伐・択伐） ➢路網（規格・線形(尾根・中腹・沢沿い)）
➢運搬距離（林地内外） ➢使用機械（車両系・架線系・車両＋架線系） ➢集材（距離・方法）

人力

保育間伐

ICT改良型ﾌｪﾗ-ﾊﾞﾝﾁｬ

ハード

ﾛﾝｸﾞﾘｰﾁ対応
20t 30t …

⑨ 多目的造林機械
(地拵え）

ウインチ付
グラップル ﾀﾜｰﾔｰﾀﾞ ｽｲﾝｸﾞﾔｰﾀﾞ

フォワーダ

苗木改革
(下刈に貢献)


